
事業所名：たのしい　りーふ2単位（児童発達支援） 作成日　令和6年12月28日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等
〇季節ごとの行事（お花見、七夕、夏祭り、プール、ハロウィン、クリスマス、おもちつき、初詣、ひな祭り等）

〇避難訓練、遠足、野菜の収穫、参観、親子通園等

支援プログラム

家族支援
〇子どもの発達状況や子育ての困りごとへの相談援助

〇具体的な支援内容、方法の共有　　〇家庭環境に配慮した支援

〇おしゃべり会を開催し、保護者同士の交流の場を作る
移行支援

〇ライフステージに合わせた支援

〇保護者、幼稚園、保育園、こども園との情報共有、連携

地域支援・地域連携
〇地域散策、地域行事への参加、公共施設の利用

〇相談支援事業所や他事業所、学校との情報共有、連携

職員の質の
向上

〇事業所内研修会、事業所外研修会〇資格取得

〇虐待・身体拘束研修　〇感染症対策研修　等

支　援　内　容

本
人
支
援

〇基本的生活スキル獲得（排泄、手洗い、衣服の着脱の支援、食事時のスプーン、フォーク、箸の使い方、咀嚼を促す、姿勢等支援）

〇健康管理（体温測定、被服調節支援）　〇構造化等による環境の調整（活動の見通しがもてるよう視覚支援等による支援）

〇姿勢と運動・動作の基本的技能の向上能力（サーキット運動、バランスボール、トランポリン、鉄棒、ボールあそび等での支援）

〇感覚の特性に応じて手先の巧緻性の向上（感覚あそび、絵画製作、音楽療法、塗り絵、パズル等での支援）

〇環境の適切な認知と行動の習得（1日のスケジュールの確認、日付、曜日、時間等の把握、確認、数の概念の認識等）

〇認知の特性の理解、行動障害の対応（環境設定、個別療育、個別スケジュール作成等）

法人（事業所）理念 　一人ひとりを人として大切に

〇コミュニケーション基礎能力の向上　　　　〇言語の受容や表出（気持ちの代弁、　見本を示し、模倣を促す等）

〇コミュニケーション手段の選択と活用（絵カード、写真、タブレット、身振り、筆記等の活用）

〇人間関係の形成、集団活動への参加（朝の会、帰りの会、集団プログラムへの参加、遊びを通しての関係性づくり）

〇社会的スキルや社会的マナー、ルールの習得（買い物活動、お出かけ活動）

支援方針
様々な体験を積み重ねる中で健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領域のねらいを相互に関連を持ちながら、人ひとりが自発的な活動ができるよう遊びを展

開し、発達に応じた支援をします。

営業時間 9：30～16：30
送迎実施の

有無
　　　　　　　　　　　　　　　　あり  　　　　なし


